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１． はじめに 
近年、企業の知的生産性向上を狙ったオフィス改革が注

目されている。改革の一つとして、社員の座席位置を固定

しないフリーアドレス制が、オフィス空間の利用効率の向

上や、社員間のコミュニケーション促進を狙いとして多く

の企業で導入されつつある。 
しかしながら、フリーアドレスを導入した一部のオフィ

スでは、期待通りにはコミュニケーションが促進されてい

ないという報告もある[1],[2]。 
そこで本稿では、フリーアドレス制がもたらすコミュニ

ケーションの課題を整理し、その課題を解決する高精度屋

内測位システムを活用したコミュニケーション支援システ

ムを提案する。また、提案システムを用いて実際のフリー

アドレスオフィスで行ったトライアルについて示し、その

有効性について述べる。 

2．コミュニケーションに関する課題 
フリーアドレスオフィスにおけるコミュニケーションに

関する課題としては、主に以下の 2 つがあげられる。 
・ 課題 1: 同一組織内のコミュニケーションの効率低下 
 個々の部署ごとに座席位置が固定的に決められていた従

来のオフィスに対して、フリーアドレスオフィスでは、お

互いの居場所が分からなくなることが多くなる。そのため、

人を探しまわる手間や時間の増大、相手が見えないために、

会議中の相手に電話をかけてしまうなどの無駄が発生して

しまう。 
・ 課題 2: 異部門間コミュニケーションの不足 
 フリーアドレスオフィスでは、異なる部署の社員同士が

出会う機会は増加する。しかし、お互いに顔見知りでなく、

話しかけるきっかけがないため、実際に会話を行うまでに

至らないといった場合が多い。そのため、単なるオフィス

のフリーアドレス化だけでは、異部門間でのコミュニケー

ションの促進には繋がらないと考えられる。 

3 ．コミュニケーション支援システムの概要 
3.1 システム構成 

前述の課題に対して、以下の 2 つの機能を備えるコミュ

ニケーション支援システムを開発した。 
・ 位置管理機能 
同一部署に所属する社員の位置情報を確認できる機能。 

・ 実空間連携 Know-Who 機能 
オフィス空間内において自分の周囲に座っている他の社

員のプロフィール情報を検索・閲覧できる機能。 
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図 1 システム構成 

今回開発したシステムは、ユーザの位置情報を取得する

高精度屋内測位システム SmartLocator[3]と、企業内の各種

情報システムからユーザのプロフィール情報を取得し、前

述の 2 つの機能をユーザに提供するアプリケーションサー

バから構成される(図 1)。 
SmartLocator は、赤外線を用いて、携帯電話、ノート PC

などのモバイル端末の位置情報を測位精度 1 ｍ～3 ｍで高

精度に取得するシステムである。これにより、ユーザがオ

フィス内で周囲に座っている相手を特定できる程の細かい

位置管理が可能となる。具体的には、天井に取り付けられ

た赤外線位置 ID 発信機から送信される位置 ID 信号を、社

員のノート PC に取り付けられた USB 型受信機で取得し、

発信機の設置位置情報を有する位置管理サーバに送信する

ことで、ノート PC の位置情報を取得する。フリーアドレ

スオフィスでは、社員はノート PC を持ち運んで業務を行

うスタイルが一般的であるため、社員の位置管理手段とし

てノート PC を利用することが合理的であると考えた。 
また、実空間連携 Know-Who 機能で必要となる個々の社

員のプロフィール情報の管理は、ユーザの手間をかけるこ

となく自動的に行う方が望ましいといえる。そこで今回は、

既に運用されている企業内情報システムの中の電子電話帳

システムおよび、ナレッジ共有システムとの連携を行い、

各システムに蓄積された個々の社員の情報収集の自動化を

実現した。 
 
3.2 アプリケーション表示 
 本システムにおいて、ユーザは前述の 2 つの機能を Web
アプリケーションとして利用する。位置管理機能は、ユー

ザが、同一部署の社員の位置情報一覧を文字情報として確

認できるリスト表示ページ(図 2)と、フロア図上のアイコ

ンの位置として確認できるフロア図表示ページ(図 3)の 2
種類の Web ページで閲覧する形態とした。実空間 
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電子電話帳システム、
ナレッジ共有システムから自動取得

 
図 2 リスト表示ページ     図 3 フロア図表示ページ      図 4 プロフィール表示ページ 

 
連携 Know-Who 機能は、実空間の社員の位置を反映した 
フロア図表示からプロフィールを確認したいユーザのアイ

コンを選択することでその人のプロフィール情報(図 4)を
確認できるものである。 

4．トライアル評価 
4.1 トライアルの概要 

提案システムの有効性を検証するために、実際のフリー

アドレス環境で約 1000 人が勤務する NEC ブロードバンド

ソリューションセンター[4]に、今回の試作システムを導入

し、トライアルを行った。対象ユーザは同オフィスの中の

営業職、SE 職を中心に 5 部門、計 108 名であり、約 1 ヶ

月間トライアルを実施した。 
 

4.2  トライアル結果の評価と考察 
 評価はユーザへのアンケート調査により行った。まず、

位置管理機能に関しては、表１の Q1 に示すとおり、1 ヶ

月間という短期間であったにも関わらず、人を探す既存の

代替手段と、同程度の割合のユーザに利用してもらうこと

ができた。また、表１の Q.2,Q.3 の通り、本機能の利 
表１  アンケート結果 

質問 結果 
Q1. 人を探す際にはどうし

て い ま す か ？ 
(複数選択可) 
 
 

トライアルシステムを利

用(40%), 既存の無線 LAN
の接続基地局に基づく位

置管理システムを利用

(50%),グループウェアで

ス ケ ジ ュ ー ル を 確 認

(43%),直接電話(43%), 人
に聞く(31%) 

Q2. 1 日当たりに人を探す時

間はどの程度の時間削減さ

れましたか？ 

削減時間(Q1.で本システ

ムを利用したと回答した

ユーザの平均)：5.6 分 
Q3. 1 日当たりに会議中に電

話してしまう等の無駄なコ

ミュニケーションは何回削

減されましたか？ 

削減回数(Q1.で本システ

ムを利用したと回答した

ユーザの中での平均 )：
1.2 回 

Q4. 本システムのプロフィ

ール情報がきっかけで、話

しかけましたか？ 

話しかけたことがあると

回答した割合：7% 

 
用が人を探し回る時間や、無駄な電話などの削減に有効で

あったことを確認した。 
 一方、実空間連携 Know-Who 機能に関しては、表 1 の

Q.4 に示す通り、実際にプロフィール情報を見てコミュニ

ケーションを行ったというユーザはトライアル対象ユーザ

全体の 1 割弱にとどまっており、コミュニケーションの活

性化に対して期待通りの効果を確認することはできなかっ

た。このことに対しては改善方針を質問したアンケートの

結果から、相手がコミュニケーション可能となる状態、タ

イミングを知りたいという機能と、業務上関係の深い相手

を検索により、効率的に探したいという機能、ユーザがブ

ラウザを開くといった能動的な操作なしに周辺ユーザのプ

ロフィール情報を認識できる機能に対するニーズが高いこ

とが分かった。これらのニーズに対応できていなかったこ

とが今回、コミュニケーション活性化に対して有効な結果

が得られなかった要因の 1 つであると考えられる。 

5．おわりに 
本稿では、フリーアドレスオフィスにおけるコミュニケ

ーションに関する課題を解決することを目的に、

SmartLcoator を活用したコミュニケーション支援システム

を提案し、実際にフリーアドレスが導入されているオフィ

スでのトライアルによって、その有効性を検証した。その

結果、コミュニケーションの手間や無駄の削減効果につい

ては確認することができた。また、コミュニケーション活

性化については有効性を確認できなかったものの、改善す

べき課題が明らかとなった。 
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